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日時 平成 30年 10月 16日（火）（10 : 00～11 : 30） 保育者 藤田浩子




































































































































































































という S 児の探究心を深めていけたのではないかと思われる。また、S 児のつぶやきを聞い



























































































































園庭の片隅には、H 児とお兄さん先生の 2人になっていた。まだまだ遊び足りない H 児に対
して、お兄さん先生はいろいろな声を掛けてみたり、入室を促すような行動をしたり、少し距
















Y 児が援助を必要としそうな時を狙って再び Y 児の側に戻ってくる。しかし、この時もまた
Y 児は下を向いて黙り込んでしまう。それからは、他の子どもと遊びながら時々 Y 児に声を
掛けるという姿がみられた。この日は短時間実習だったので、Y 児からの返事は得られない
まま、お別れの時間となってしまった。帰り際にお兄さん先生は、クラスの子どもたち全員に
「またね！」と言いながらハイタッチをしてまわった。もちろん Y 児にもハイタッチを求めた
が、Y 児はお兄さん先生の顔をチラッと見るとすぐに下を向いた。あと一歩！なのである。
その後、このお兄さん先生は「今度はしゃべれるように頑張ろう。課題見つけた感じやな。」
と言って大学に戻っていった。
一回の見学実習で課題をみつけることができた
お兄さん先生の姿から、小さな課題を見過ごさな
いという保育者の視点について考えさせられた。
“これくらい大丈夫だろう”という気持ちでいる
と子どもたちの伸ばせる力、保育者のスキルアッ
プをはかるチャンスを逃してしまうかもしれな
い。日々の保育の中で課題を見つけることは、
「今」を全力で生きている子どもたちの「今」を
大切にすることにつながるのである。
事例 2-（6）
3歳児クラスが 2クラス一緒に“どろんこ遊び”をしていたときのこと。8名ほどのお兄さ
ん先生、お姉さん先生も子どもたちと同様に裸足になり、砂場でどろんこになっている。いつ
も以上に満員の砂場は空間的には狭いのであるが、何だか楽しそうである。子どもたちは、ス
コップやバケツを使って「お水いっぱい入れたらプールみたいになったで。」「こっちも大きく
掘ってるんやで。」と穴の大きさ比べをしたり、「ベチョベチョでお団子にならへん。」「いやや
なぁ。」と、砂と水の量について思いを語り合ったりする姿が見られた。そんな中、M 児が一
人のお姉さん先生を連れて園庭のおもちゃ倉庫に行き、手押し車を持って砂場に戻って来よう
とした。その姿を見て保育者の一人が、安全への配慮から「今日はダメよ。戻しておいで。」
と声を掛けた。いつも手押し車を砂場に持っていって遊んでいる M 児はしょんぼり。その様
子に、一緒にいたお姉さん先生は即座に「私が確認を取らなくて、子どもに触らせてしまいま
した。すみません。」と謝罪した。お姉さん先生の素直な心に感動すると同時に、子どもへの
言葉掛けを反省した瞬間であった。
“いつも”は使えるおもちゃが“いま”は何故使えないのか、子どもが気付いて納得できる
言葉を掛ける必要があった。靴を履いた状態で遊んでいて、砂場に空間的な余裕のある“いつ
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も”と、全員裸足で遊んでいる状態で、砂場は満員の“いま”の違いに気付かせると同時に、
手押し車がなぜ必要だったのか、他のもので代用できたりしないかなど、子どもの思いを伝え
る力や考える力を伸ばすチャンスだったのである。お姉さん先生の素直な言動をきっかけに、
M 児と一緒に“いつもと今”の違いについて考え、安全に遊ぶことについての気付きを得ら
れるように指導し、M 児の思いを聞き取ることができた。
事例 2-（7）
子どもが「お姉さん先生、あそぼ！」と声を掛けると「うん。ありがとう。」と返事してい
るお姉さん先生がいた。「このスコップ、貸してあげる」と言われると、再び「わぁ、ありが
とう。」と答える。保育者が一緒に雑巾を洗っても「ありがとうございます。」と言いながら雑
巾を洗う。彼女は一日に何回「ありがとう」を言ったのだろうか。どんなことにでも「感謝」
の心で接しているお姉さん先生の姿はとてもキラキラしていた。お姉さん先生に「ありがと
う。」と言われた子どもたちもまた嬉しそうな笑顔でお姉さん先生を見て、遊びの中での会話
も弾んでいるのである。
子どもたちに「ありがとうと言いましょう。」と言葉で教えるより、子どもたちに「ありが
とう」という言葉をどんどん掛けていくことで、
子どもたちの心に「ありがとう」の心が育つ。
「朝はおはようございますとご挨拶をしましょ
う。」と教えるより、にっこりと笑顔で「おはよ
うございます。」と挨拶をしていくことで、朝の
挨拶の心地よさを知っていく。子どもの回りにい
る大人の発している言葉や態度が、子どもの言葉
の獲得や道徳性の確立に影響してくるのである
〈写真 9〉。
考察
子どもたちは毎日保育者や友だち、学生などの来園者との関わりから、たくさんのことを学
んでいる。また、保育者も毎日の子どもたちの姿から、どのような時にどんな力を伸ばしてい
けるのかを考えたり反省したりしている。学生は、子どもから見れば、保育者同様で、“先生”
なのである。そんな学生の言葉掛けで、その後の子どもに成長が見られた事例として、2-（1）
（2）（3）をあげた。言葉掛けが子どもに目的意識を持たせたり、自分の遊びのめあてを明確に
できたりしていた。子どもと向き合おうとする学生の思いが子どもたちに伝わっているように
感じられる。
〈写真 9〉
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学生の素直な心と向上心が、子どもに安心感を与えた事例として 2-（4）（5）（6）（7）をあ
げた。全ての事例に出てくる学生の姿から、素直さが見えてくる。素直さは、人としてもとり
わけ保育者としてとても大切な心である。子どもの考える力や豊かな心、好奇心・探究心を育
くもうとするときに問われることは、保育者の人間性であろう。予期せぬ何かが起こった時
に、その人の人間性が出るものである。子どもは正直であるから、人の気持ちをまっすぐに受
け止めるので、保育者の指導だけでなく、保育者の言動からも社会的な価値観を学んでいる。
保育者の人間性が大きな教育力であることを意識していきたい。先生として来園している学生
も保育者の一人なのである。それぞれの学生の姿から子どもたちが学んだことは大きいだろ
う。子どもは自ら考え、失敗を繰り返しながら何かを作り上げた時、大きな満足感を得る。こ
れは、大人にもいえることである。最初から成功する方法を知るより、「どうしたらいいのか」
と考え、試行錯誤を重ねて達成できた時のほうが、より達成感を得られる。これが創造性を育
む一歩となる。学生には、失敗を恐れずに積極的に子どもたちと関わり、子どもの成長する姿
をみることで、自分自身も成長していって欲しいと願っている。
4、おわりに
子どもが興味をもって自発的に遊び始める時、保育者が見守ってくれているという安心感
は、幼児期の子どもにとって絶対的な心の栄養になる。子どもが興味を持って自由に遊ぶ様子
を保育者が穏やかな表情で眺めていると、子どもには、自分がしていることを肯定的に見てく
れているという安心感がうまれる。人的環境としての保育者の役割の大部分は、“子どものよ
りどころ”となることではないだろうか。子ども一人ひとりにそれぞれの世界がある。大人と
同じものを見たり触ったりしていても、子どもの見ているところや感じているところ、興味を
向けている視線や視点は異なっている。子どもたちの独自の見方や感じ方を読み取り、受け入
れることから保育が始まっていくのである。そこから、子どもたちの思いを引き出し、創造性
を伸ばせるように援助していくのである。大人は安易に口出しをしないことである。
危険でない限り、子どもが自由に思いを表現してあそべるような物的環境、そして十分に考
えたり試したりする時間と空間もそっと準備しておきたい。子どもは興味をもったことを“も
っと知りたい・もっとしてみたい”と、行動していくと課題にぶつかることがよくある。これ
が子ども自身の問題解決の良い試練となる。子どもの疑問に対してすぐに答えを出さず、一緒
に考えたり不思議に思ったり、共感したりすることが大切である。子どもは、様々なことに興
味関心を持ち、やってみたいと心を動かし、どうしたらいいのかを迷い、試行錯誤を繰り返す
中で、友だちや保育者の思いにも触れて、大きな喜びを感じ自信につながる。そして、探究心
から次の意欲につながり、いっそうやる気が出て創造力が育つのである。筑波大学の松原達哉
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氏は「幼児期の創造性は探究心や好奇心のかたまりみたいなものです。三歳からは、こうした
欲求を常に刺激するような条件づくりが、創造性を養い伸ばすのに効果的です。」と述べてい
る。今後も、どのような経験が子どもの創造性を伸ばす力になるのか、好奇心や探究心を揺さ
ぶる環境構成とはどのようなものであるか、そのために保育者はどのような援助をしていくこ
とが必要であるかを考えていきたい。また、実習で来園する学生さんたちとも、保育に関して
の共有を深めていきたいと思う。
保育の世界には、「この行動にはこの対応」というマニュアルは当てにならない。「1＋1＝2」
の方程式になるとは限らない。こうしたからこう育つというものは無い。また、こうしなけれ
ばならない、こうでなければならないというものも無い。子ども一人ひとり違うものであるか
らこそ、個々の子どもをよく見て、熟慮した対応からその子どもにふさわしい答えが導きださ
れる。すべての個性は天からの贈り物という意識を持ち続けねばならない。「幼児一人ひとり
の特性に応じた発達の課題に即した指導をする」ことの大前提として、「子どもが見えている
か」と問い続ける保育実践を行っていこうと思う。
大谷学園の教育である「報恩感謝」には同朋思想がある。「朋」という字は「共に肩を並べ
て歩んで行こう。あなたと私の間に、指導する側、指導される側という上下の関係はないとい
う意味をもっている。
とりわけ今年は実習生の園児への対応を見ていて、この「朋」という文字の意味の大きさと
深さを感じた。学生たちからありがとうのこころを育ててもらったようである。
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